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(54)【発明の名称】 超音波画像診断システム

(57)【要約】
【課題】  超音波画像とその画像の付帯情報をオーバー
レイさせた画像情報を的確に提供可能な超音波画像診断
システムを提供する。
【解決手段】  上記課題は、超音波画像とキャラクタ情
報を含む画像付帯情報をオーバーレイするオーバーレイ
処理部１０８を備え、オーバーレイ処理部１０８によっ
てオーバーレイされた画像情報をネットワークを介して
前記超音波画像装置２００にデータ伝送し表示させるこ
とで解決される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を探触子から送信し、被
検体からの反射エコー信号を前記探触子により受信し、
該受信された反射エコー信号を超音波画像に変換し、該
変換された超音波画像をネットワーク回線にインターフ
ェース部によりデータ伝送する超音波画像診断装置と、
該データ伝送された超音波画像を表示する超音波画像表
示装置とを備えた超音波画像診断システムにおいて、前
記超音波画像と共に表示するキャラクタ情報を含む画像
付帯情報を設定する手段と、該設定された画像付帯情報
と前記超音波画像とを重畳する手段と、この重畳手段に
よって重畳された画像情報を前記ネットワーク回線を介
して前記超音波画像表示装置に伝送し表示させる手段と
を備えたことを特徴とする超音波画像診断システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、超音波画像診断装
置と超音波画像表示装置とがネットワーク回線で接続さ
れた超音波画像診断システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波診断装置の整相回路がデジ
タル化されると共に超音波画像診断装置の画像処理部分
がパーソナルコンピュータで形成されるなどして、可搬
型の超音波画像診断装置が開発され、救急現場等のその
場に医師がいないところでも超音波画像診断装置の需要
が増えつつある。しかし、最終的な診断は医師が行わな
ければならないので、医師のいる元に超音波画像をデー
タ伝送する必要があった。
【０００３】また、近年、インターネット等、コンピュ
ータ間の通信設備が整いつつある。
【０００４】また、現在得た超音波画像と過去に得た超
音波画像とを重畳する技術が特開2000-300557号公報
に、超音波画像とそれに関連して入力されたレポート情
報とを重畳する技術が特開平6-178号公報に開示されて
おり、これらの重畳技術をオーバーレイ技術という。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来技術
は、データ転送する場合、超音波画像とその画像の付帯
情報をオーバーレイさせた画像情報を的確に医師の元に
データ伝送する点に配慮してなかった。
【０００６】本発明の目的は、超音波画像とその画像の
付帯情報をオーバーレイさせた画像情報を的確に提供可
能な超音波画像診断システムを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的は、被検体に超
音波を探触子から送信し、被検体からの反射エコー信号
を前記探触子により受信し、該受信された反射エコー信
号を超音波画像に変換し、該変換された超音波画像をネ
ットワーク回線にインターフェース部によりデータ伝送
する超音波画像診断装置と、該データ伝送された超音波
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画像を表示する超音波画像表示装置とを備えた超音波画
像診断システムにおいて、前記超音波画像と共に表示す
るキャラクタ情報を含む画像付帯情報を設定する手段
と、該設定された画像付帯情報と前記超音波画像とを重
畳する手段と、この重畳手段によって重畳された画像情
報を前記ネットワーク回線を介して前記超音波画像表示
装置に伝送し表示させる手段とを備えたことを特徴とす
る超音波画像診断システムによって達成される。
【０００８】
【発明の実施の形態】本発明の超音波画像診断システム
の実施形態について図面を用いて説明する。
【０００９】図１は本発明の超音波画像診断システムの
構成の超音波診断装置側を説明するブロック図、図２は
超音波画像表示システム側を説明するブロック図、図３
はオーバーレイ処理を模式的に説明する図、図４は本発
明の超音波画像診断システムの動作を説明するフローチ
ャートである。
【００１０】超音波画像診断システムの超音波画像診断
装置１００は、図１に示すように、探触子１０１と、超
音波送受信部１０２と、デジタルスキャンコンバータ
（ＤＳＣ）１０３と、フレームメモリ１０４と、ビデオ
信号処理部１０５と、モニタ１０６と、操作卓１０７
と、オーバーレイ処理部１０８と、インターフェース部
１０９と、ＣＰＵ１１０とを有している。
【００１１】探触子１０１は被検体（図示しない）内に
超音波を送信するとともに、被検体からの反射エコーを
受信する。超音波送受信部１０２は探触子１０１に超音
波を送信できるような電力を探触子１０１に供給する送
信制御ならびに、探触子１０１で受信した反射エコーを
信号増幅及びデジタル化し、該増幅及びデジタル化した
エコー信号に遅延量を付与してフォーカスさせる受信制
御を行う。ＤＳＣ１０３は超音波送受信部１０２に受信
制御されたエコー信号を超音波画像に変換する。フレー
ムメモリ１０４はＤＳＣ１０３に変換された超音波画像
をデジタルデータとして記憶する。ビデオ信号制御部１
０５はフレームメモリ１０４に記憶された超音波画像
（デジタルデータ）をアナログビデオ信号に変換する。
モニタ１０６はビデオ信号制御部１０５に変換されたア
ナログビデオ信号の超音波画像を表示する。操作卓１０
７は表示された超音波画像に計測部位や患者情報などの
文字（キャラクタ）情報、臓器や傷の大きさ等を計るス
ケールなどの図形情報をモニタ１０６上に設定して重畳
表示させる。このとき、モニタ１０６には、超音波画像
のイメージデータとキャラクタ情報又は図形情報などの
グラフィックデータが見かけ上、重畳表示されているよ
うに見えるが、イメージデータとグラフィックデータは
別々に存在している。オーバーレイ処理部１０８は別々
に存在するイメージデータとグラフィックデータを重畳
（オーバーレイ）する。インターフェース部１０９はオ
ーバーレイ処理部１０７にオーバーレイされた画像情報
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を超音波画像表示装置２００へネットワーク設備を介し
てデータ送信する。ＣＰＵ１１０は超音波送受信部１０
２、ＤＳＣ１０３と、フレームメモリ１０４、ビデオ信
号処理部１０５、オーバーレイ処理部１０８、インター
フェース部１０９をそれぞれデータ転送バスで接続し、
操作卓１０７からの操作者の指示によってそれぞれ制御
する。
【００１２】超音波画像診断システムの超音波画像表示
装置２００は、図２に示すように、インターフェース部
２０１と、バッファメモリ２０２と、ビデオ信号処理部
２０３と、モニタ２０４と、操作卓２０５と、ＣＰＵ２
０６とを有している。
【００１３】インターフェース部２０１は超音波画像診
断装置１００からデータ伝送されたオーバーレイされた
画像情報をデータ受信する。バッファメモリ２０２はデ
ータ受信された画像情報を記憶する。ビデオ信号制御部
２０３はバッファメモリ２０２に記憶された画像情報
（デジタルデータ）をアナログビデオ信号に変換する。
モニタ２０４はビデオ信号制御部２０３に変換されたア
ナログビデオ信号の画像情報を表示する。入力部２０５
は表示された画像情報に診断を容易にするために必要に
応じて画像処理や拡大表示処理をするようにパラメータ
等を入力する。ＣＰＵ２０６はインターフェース部２０
１、バッファメモリ２０２、ビデオ信号処理部２０３を
それぞれデータ転送バスで接続し、入力部２０５からの
操作者の指示によってそれぞれ制御する。
【００１４】次に、超音波画像診断システムのオーバー
レイ処理から画像表示までの動作について、図３、４を
用いて説明する。
【００１５】ＣＰＵ１１０はオーバーレイ処理部１０８
に、図３（ａ）に示されるような超音波画像３１のイメ
ージデータを取り込ませる。（ステップ４１）ＣＰＵ１
１０はオーバーレイ処理部１０８に、図３（ｂ）に示さ
れるような表示画面３２上のスケール３３などのグラフ
ィックデータを取り込ませる。（ステップ４２）ＣＰＵ
１１０はオーバーレイ処理部１０８にイメージデータと*

4
*グラフィックデータをオーバーレイさせて、図３（ｃ）
に示されるような画像情報を形成させる。（ステップ４
３）ＣＰＵ１１０はインターフェース部１０９に画像情
報をネットワークにデータ送信させる。ＣＰＵ２０６は
インターフェース部２０１にネットワークを介して画像
情報をデータ受信させる。（ステップ４４）ＣＰＵ２０
６はデータ受信した画像情報をバッファメモリ２０２に
記憶させると共に、ビデオ信号制御部２０３を通してモ
ニタ２０４に表示させる。（ステップ４５）
【００１６】上記実施形態では、オーバーレイ処理を超
音波画像診断装置側で行うことで説明したが、超音波画
像表示装置側で行ってもよい。超音波画像表示装置側で
行うことにより、複数の超音波画像診断装置と一つの超
音波画像表示装置からなる超音波画像診断システムの場
合、超音波画像診断装置のそれぞれにオーバーレイ処理
部を持つ必要がなくなる。
【００１７】また、超音波画像表示装置と超音波画像診
断装置とが双方共にオーバーレイ処理部を有する場合に
は、超音波画像診断装置側のオーバーレイ処理部に故障
等の何らかの不具合が生じたときにバックアップできる
ので、システムの安定性及び保守性が向上する。
【００１８】
【発明の効果】本発明は、超音波画像とその画像の付帯
情報をオーバーレイさせた画像情報を的確に提供可能な
超音波画像診断システムを提供するという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の超音波画像診断システムの構成の超音
波診断装置側を説明するブロック図。
【図２】超音波画像表示システム側を説明するブロック
図。
【図３】オーバーレイ処理を模式的に説明する図。
【図４】本発明の超音波画像診断システムの動作を説明
するフローチャート。
【符号の説明】
１０８  オーバーレイ処理部
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